
 
令和６年３月 18 日 

株式会社オリエンタルコンサルタンツ 
代表取締役社長 野崎 秀則 

 

令和５年度 インフラ DX 大賞 国土交通大臣賞 受賞 

～橋梁架け替え事業の全プロセスにおける DX 技術の試行～ 

（町職員と地元施工者の育成に向けたチャレンジ） 

 
≪和束町、大阪公立大学、㈱オリエンタルコンサルタンツ共同研究成果≫ 

京都府和束町は、この度「橋梁架け替え事業の全プロセスにおける DX 技術の試行」において、

令和５年度「インフラ DX 大賞」国土交通大臣賞（地方公共団体等の取組部門）を受賞しました。 

■取り組みの概要 

京都府相楽郡の和束町では、昭和 28 年の南山城水害、台風 13 号による災害復旧で和束川に架

橋された橋梁群(９橋:60 年以上経過)の老朽化が深刻な課題であり、経年劣化等による更新時期

を迎えていました。この状況下で対応する町職員は２名であり、架替に際し、①事業工程遅延、

②品質低下、③安全確保、④予算増大、⑤職員負担増大、⑥非効率な事業展開等が懸念された。 

そのため事業に際しては「橋梁架替事業の包括的民間委託に関する産学官共同研究」(和束町、

大阪公立大、オリエンタルコンサルタンツ)を発足させ、㋐調査・設計・施工支援の一括発注と

なる ECI 方式(基礎自治体仕様)の活用、㋑設計会社から発注者支援が可能な技術者派遣による現

場技術業務、を組み合わせた新たな事業スキーム(㋐＋㋑の総称:ハイブリッド型包括的民間委託)

を導入しながら制度検討を実施しました。同時に、事業全体の効率化、職員のスキルアップ、地

域住民も巻き込んだ事業への興味付け、地元施工者(担い手)の育成等を観点に、事業の全プロセ

スに亘る DX 技術を試行し、結果、今後の円滑な事業展開における DX 技術の持続的な活用への

可能性確認、町職員の育成・知識の吸収や地元施工者の意識向上を図ることができました。 
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※左から馬場和束町長、堂故国土交通副大臣、宮下主任（和束町） 

■受賞テーマ 

 「橋梁架け替え事業の全プロセスにおける DX 技術の試行」 

（町職員と地元施工者の育成に向けたチャレンジ） 

■受賞理由 

①小規模自治体での橋梁工事において、工事の全期間を通じ設計会社から技術支援を受ける

「ハイブリッド型包括的民間委託」を活用しながら DX 技術を導入することで、同町過年度

の架け替え事例に比して約１／３に工期短縮（８年→2.5 年）を実現 



②「ハイブリッド型包括的民間委託」の導入は全国初の取り組みであり、事業の全プロセスに

わたる DX 技術の試行により、若手職員の技術力向上や DX 技術への理解向上等の育成効果

や地元施工者の意識向上を実現 

③職員の人材不足・経験不足や、地元施工者の技術力向上・意識改革等に課題を抱える全国の

小規模自治体に先駆けて実証しており、先進性・波及性が高い。 

 

■ハイブリッド型包括的民間委託 

 ハイブリッド型包括的民間委託による発注に対して、「橋梁架け替え事業の包括的民間委託に

関する産学官共同研究」では以下の点で評価・確認を実施しています。 
①「ECI 方式（田原本町仕様）による三者連携（発注者、設計者、施工者）」と「設計者によ

る現場技術業務」の組み合わせ（ハイブリッド型）の導入により、事業の工程管理、工事の

品質管理・安全管理・コスト管理、発注者負担の軽減、地元施工者の育成等の面で導入効果

が確認できた。 
②このハイブリッド型としての導入効果は、ECI 方式による三者連携と現場技術業務に「事業

に対する意思統一、迅速なレスポンスによる対応」の効果によることが確認できた。 

③以上の持続的な事業推進を担保するための制度設計を検討し、「ハイブリッド型包括的民間

委託に関するガイドライン（案）」として取りまとめた。 

④橋梁架け替え事業で導入できる DX 技術について試行し、その有効性が確認できた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
＜本資料に関するお問い合わせ先＞ 
株式会社オリエンタルコンサルタンツ  
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